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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
空
を
駆
け
る
鳥

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
０
１
０
Ｑ

【
作
者
名
】

　
Ｍ
Ｄ

【
あ
ら
す
じ
】

　
少
し
ば
か
し
の
思
い
つ
き
ネ
タ
。
Ａ
ｒ
ｃ
ａ
ｄ
ｉ
ａ
に
も
投
稿
予
定
。
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一
羽
の
鳥
が
空
を
駈
け
る
。

　
川
を
滑
り
、
山
を
撫
で
、
空
に
舞
い
、
縦
横
無
尽
に
駆
け
抜
け
る
。

　
鳥
は
世
界
は
我
の
物
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
羽
を
大
き
く
羽
ば
た
か
せ
、

滑
空
す
る
。

　
空
に
浮
か
ぶ
二
つ
の
月
、
優
し
く
鳥
を
包
む
か
の
よ
う
に
青
く
輝
き
を
放
っ

て
い
る
。

―
―
―
通
り
ま
せ
―
―
―

　
遙
か
彼
方
の
空

　
ど
こ
ま
で
も
透
き
通
る
よ
う
な
詩
が

　
咲
い
た

―
―
―
通
り
ま
せ
―
―
―

　
音
は

　　
ゆ
っ
く
り
と
身
体
に
染
み
渡
る
。

　
月
夜
の
光
に
、
身
を
抱
か
れ
、
空
を
駈
け
た
鳥
は
行
く
。
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こ
の
詩
は
何
な
の
か
？

　
目
指
す
先
は
分
か
ら
な
い
。

　
そ
れ
故
に
、
鳥
は
空
を
行
く
。
　

　
森
を
越
え
、
街
を
越
え
、
空
気
の
断
層
を
越
え
、
鳥
は
行
く
。

　　
駈
け
た
先
に
浮
か
ぶ
は
薄
い
雲
の
群
。

　
音
は
近
い
。

　
雲
は
高
い
所
に
あ
る
が
、
い
け
な
く
は
な
い
。

　　
翼
を
広
げ
、
大
き
く
羽
ば
た
く

　　
―
―
―
行
く
。

　
体
を
小
さ
く
、
鋭
角
に
。

　
本
能
赴
く
ま
ま
、
速
さ
を
求
め
、
高
さ
を
求
め
る
。

　
受
け
る
風
は
、
送
る
風
と
な
り
、
去
っ
て
い
く
。

　
―
―
―
負
け
る
も
の
か
。

　
雲
に
入
っ
て
も
速
度
は
衰
え
な
い
。

　
寒
い
？
苦
し
い
？

　
関
係
が
な
い
。
　

　
も
う
歌
し
か
聞
え
な
い
。

　
無
我
夢
中
で
空
を
昇
る
。

　
―
―
―
抜
け
た
。

　
雲
を
抜
け
れ
ば
、
そ
こ
は
静
寂
な
夜
の
世
界
。

　
そ
こ
に
―
―
―
―
い
た
。
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月
の
光
に
身
を
任
せ
た
、
巨
大
な
バ
ハ
ム
ー
ト
が
。

　
だ
が
―
―
そ
こ
ま
で
だ
っ
た
。

　
慣
れ
な
い
長
距
離
飛
行
と
高
度
飛
行
は
鳥
の
力
を
容
赦
な
く
奪
い
去
っ
た
。

　
鳥
は
墜
ち
て
行
く
。
自
ら
意
識
が
落
ち
て
い
く
の
を
感
じ
な
が
ら
…
…
。

　
墜
ち
ゆ
く
中
、
鳥
は
バ
ハ
ム
ー
ト
を
見
た
。

　
そ
し
て
間
違
い
を
知
っ
た
。

　
あ
れ
は
バ
ハ
ム
ー
ト
な
ん
か
で
は
な
く
、
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
。

　
ま
た
、
歌
っ
て
い
た
の
は
一
人
の
自
動
人
形
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
。

　
意
識
が
落
ち
る
最
後
に
、
自
動
人
形
と
目
が
合
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
が
、

も
う
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

　
―
―
あ
ぁ
、
満
足
―
―

　
空
の
自
由
を
満
喫
し
、
音
の
正
体
を
知
っ
た
鳥
。

　
意
識
を
手
放
し
、
高
度
を
手
放
し
、
落
ち
て
、
墜
ち
て
い
く
…
…
。

　
◆

「
あ
、
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
ど
う
か
し
ま
し
た
か
？
」

「
Ｊ
ｕ
ｄ
．
。
空
か
ら
鳥
が
墜
ち
て
き
ま
し
た
。
天
の
恵
み
で
し
ょ
う
―
―
―

た
ぶ
ん
」

「
わ
あ
ー
、
夜
食
は
焼
き
鳥
で
す
ね
。
っ
て
！
　
違
い
ま
す
よ
ね
！
？
　
ま
だ
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生
き
て
ま
す
よ
ね
、
そ
の
鳥
！
？
」
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（
後
書
き
）

最
後
の
会
話
を
思
い
つ
い
た
が
た
め
に
で
き
た
作
品
．
．
．
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

空を駆ける鳥
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